
第
三
条
第
一
項

保
険
価
額
の
合
計
額
が

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
十
四

号
）
第
三
十
五
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
産
業
高

度
化
・
事
業
革
新
関
連
保
証（
以
下「
産
業
高
度
化
・

事
業
革
新
関
連
保
証
」
と
い
う
。）に
係
る
保
険
関
係

の
保
険
価
額
の
合
計
額
と
そ
の
他
の
保
険
関
係
の
保

険
価
額
の
合
計
額
と
が
そ
れ
ぞ
れ

第
三
条
の
二
第
一
項

保
険
価
額
の
合
計
額
が

産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
関
連
保
証
に
係
る
保
険
関

係
の
保
険
価
額
の
合
計
額
と
そ
の
他
の
保
険
関
係
の

保
険
価
額
の
合
計
額
と
が
そ
れ
ぞ
れ

第
三
条
の
二
第
三
項

当
該
借
入
金
の
額
の
う
ち

産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
関
連
保
証
及
び
そ
の
他
の

保
証
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
借
入
金
の
額
の
う
ち

当
該
債
務
者

産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
関
連
保
証
及
び
そ
の
他
の

保
証
ご
と
に
、
当
該
債
務
者

令和年月日 木曜日 (号外特第号)官 報

第
三
十
五
条
の
三
第
七
項
中
「
認
定
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
措
置
実
施
計
画
（
第
五
項
」
を
「
第
四
項
の
認
定

に
係
る
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
措
置
実
施
計
画
（
第
六
項
」
に
改
め
、「
も
の
」
の
下
に
「
。
以
下
こ
の
節
に
お
い

て
「
認
定
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
措
置
実
施
計
画
」
と
い
う
。」を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六

項
中
「
第
四
項
」
の
下
に
「
及
び
第
五
項
」
を
、「
前
項
の
」
の
下
に
「
規
定
に
よ
る
変
更
の
」
を
加
え
、
同
項
を
同

条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
前
項
」
を
「
第
四
項
」
に
、「
者
（
以
下
」
を
「
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
」

に
改
め
、「（
以
下
「
認
定
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
措
置
実
施
計
画
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
六
項

と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

沖
縄
県
知
事
は
、
前
項
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
認
定
に
係
る
産

業
高
度
化
・
事
業
革
新
措
置
実
施
計
画
の
概
要
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
五
条
の
三
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

９

沖
縄
県
知
事
は
、
認
定
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
措
置
実
施
計
画
が
第
四
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
な
い

も
の
と
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
認
定
事
業
者
に
対
し
て
、
当
該
認
定
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
措
置
実
施
計

画
の
変
更
を
指
示
し
、
又
は
そ
の
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

10

沖
縄
県
知
事
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
四
項
の
認
定
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
も
の

と
す
る
。

第
三
十
五
条
の
四
を
削
る
。

第
三
十
五
条
の
五
に
見
出
し
と
し
て「（
認
定
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
措
置
実
施
計
画
の
実
施
状
況
の
報
告
）」を

付
し
、
同
条
中
「
沖
縄
県
知
事
は
、
認
定
事
業
者
に
対
し
」
を
「
認
定
事
業
者
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
」
に
、「
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
を
「
、
毎
年
、
沖
縄
県
知
事
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
、

同
条
を
第
三
十
五
条
の
四
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
特
例
）

第
三
十
五
条
の
五

普
通
保
険
又
は
無
担
保
保
険
の
保
険
関
係
で
あ
っ
て
、産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
関
連
保
証（
中

小
企
業
信
用
保
険
法
第
三
条
第
一
項
又
は
第
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
債
務
の
保
証
で
あ
っ
て
、
認
定
産
業

高
度
化
・
事
業
革
新
措
置
実
施
計
画
に
従
っ
て
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
措
置
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金

に
係
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
受
け
た
中
小
企
業
者
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
の
次
の
表

の
上
欄
に
掲
げ
る
同
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

２

普
通
保
険
の
保
険
関
係
で
あ
っ
て
、
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
関
連
保
証
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
の
中
小
企
業

信
用
保
険
法
第
三
条
第
二
項
及
び
第
五
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
百
分
の
七
十
」
と
あ
り
、
及

び
同
条
中
「
百
分
の
七
十
（
無
担
保
保
険
、
特
別
小
口
保
険
、
流
動
資
産
担
保
保
険
、
公
害
防
止
保
険
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
保
険
、
海
外
投
資
関
係
保
険
、
新
事
業
開
拓
保
険
、事
業
再
生
保
険
及
び
特
定
社
債
保
険
に
あ
つ
て
は
、

百
分
の
八
十
）」と
あ
る
の
は
、「
百
分
の
八
十
」
と
す
る
。

３

普
通
保
険
又
は
無
担
保
保
険
の
保
険
関
係
で
あ
っ
て
、
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
関
連
保
証
に
係
る
も
の
に
つ

い
て
の
保
険
料
の
額
は
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
金
額
に
年
百
分
の
二
以

内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

（
中
小
企
業
投
資
育
成
株
式
会
社
法
の
特
例
）

第
三
十
五
条
の
六

中
小
企
業
投
資
育
成
株
式
会
社
は
、
中
小
企
業
投
資
育
成
株
式
会
社
法
第
五
条
第
一
項
各
号
に

掲
げ
る
事
業
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

中
小
企
業
者
が
認
定
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
措
置
実
施
計
画
に
従
っ
て
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
措
置
を

実
施
す
る
た
め
に
資
本
金
の
額
が
三
億
円
を
超
え
る
株
式
会
社
を
設
立
す
る
際
に
発
行
す
る
株
式
の
引
受
け
及

び
当
該
引
受
け
に
係
る
株
式
の
保
有

二

中
小
企
業
者
の
う
ち
資
本
金
の
額
が
三
億
円
を
超
え
る
株
式
会
社
が
認
定
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
措
置
実

施
計
画
に
従
っ
て
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
措
置
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
と
す
る
資
金
の
調
達
を
図
る
た
め

に
発
行
す
る
株
式
、
新
株
予
約
権
（
新
株
予
約
権
付
社
債
に
付
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。）又
は
新
株
予
約
権
付
社

債
等
の
引
受
け
及
び
当
該
引
受
け
に
係
る
株
式
、
新
株
予
約
権
（
そ
の
行
使
に
よ
り
発
行
さ
れ
、
又
は
移
転
さ

れ
た
株
式
を
含
む
。）又
は
新
株
予
約
権
付
社
債
等
（
新
株
予
約
権
付
社
債
等
に
付
さ
れ
た
新
株
予
約
権
の
行
使

に
よ
り
発
行
さ
れ
、
又
は
移
転
さ
れ
た
株
式
を
含
む
。）の
保
有

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
は
、
中
小
企
業
投
資
育
成
株
式
会
社
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同

法
第
五
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
業
と
み
な
す
。

第
三
十
六
条
中
「
提
出
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
促
進
計
画
」
を
「
提
出
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
計
画
」に
、

「
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
促
進
地
域
」
を
「
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
地
域
」
に
改
め
、「
認
定
事
業
者
」
の
下

に「（
当
該
認
定
事
業
者
が
認
定
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
措
置
実
施
計
画
に
従
っ
て
実
施
す
る
産
業
高
度
化
・
事
業

革
新
措
置
が
当
該
区
域
に
お
け
る
産
業
高
度
化
又
は
事
業
革
新
に
特
に
資
す
る
も
の
と
し
て
主
務
大
臣
が
定
め
る
基

準
に
適
合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
主
務
大
臣
の
確
認
を
受
け
た
者
に
限
る
。）」
を
加
え
、「
並
び
に
建
物
及
び
そ
の
附
属

設
備
」
を
「
、
建
物
及
び
そ
の
附
属
設
備
並
び
に
構
築
物
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
中
「
提
出
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
促
進
計
画
」
を
「
提
出
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
計
画
」に
、

「
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
促
進
地
域
」
を
「
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
地
域
」
に
改
め
、「
認
定
事
業
者
」
の
下

に「（
前
条
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
の
確
認
を
受
け
た
者
に
限
る
。）」
を
加
え
、「
若
し
く
は
そ
の
事
業
に
係
る
建
物
若

し
く
は
そ
の
敷
地
」
を
「
、
建
物
若
し
く
は
構
築
物
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
敷
地
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
中
「
提
出
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
促
進
計
画
」
を
「
提
出
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
計
画
」に
、

「
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
促
進
地
域
」
を
「
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
地
域
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
施
設
等
の
整
備
）

第
三
十
九
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
提
出
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
計
画
に
定
め
ら
れ
た
産
業
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
促
進
地
域
の
区
域
に
お
け
る
製
造
業
等
又
は
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
促
進
事
業
の
振
興
を
促
進
す
る
た

め
に
必
要
な
次
に
掲
げ
る
施
設
等
の
整
備
の
促
進
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一

共
同
流
通
業
務
施
設
（
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
倉
庫
又
は
荷
さ
ば
き
場
で
あ
っ
て
、
相
当
数
の
企
業
等
に

利
用
さ
せ
る
た
め
の
も
の
を
い
う
。）、
工
場
用
地
等
（
工
場
用
地
そ
の
他
の
製
造
業
等
又
は
産
業
高
度
化
・
事

業
革
新
促
進
事
業
の
用
に
供
す
る
土
地
を
い
う
。）、
道
路
、
港
湾
施
設
、
工
業
用
水
道
及
び
通
信
運
輸
施
設

二

当
該
区
域
内
の
工
場
等
（
工
場
そ
の
他
の
製
造
業
等
又
は
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
促
進
事
業
を
行
う
事
業

場
を
い
う
。）に
使
用
さ
れ
る
者
に
対
し
て
そ
の
就
業
上
必
要
な
教
育
又
は
職
業
訓
練
を
行
う
た
め
の
施
設

第
四
十
条
中
「
提
出
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
促
進
計
画
」
を「
提
出
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
計
画
」に
、「
産

業
高
度
化
・
事
業
革
新
促
進
地
域
」
を
「
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
地
域
」
に
、「
前
条
に
規
定
す
る
」
を
「
前
条

各
号
に
掲
げ
る
」
に
、「
区
域
内
の
産
業
高
度
化
及
び
事
業
革
新
」
を
「
区
域
に
お
け
る
産
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
第
一
項
中
「
沖
縄
県
知
事
は
」
の
下
に
「
、
基
本
方
針
に
即
し
て
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
に
次
の

二
号
を
加
え
る
。

四

前
号
の
措
置
の
実
施
を
通
じ
て
国
際
物
流
拠
点
産
業
の
集
積
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
見
込
ま
れ
る
効
果

五

第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
措
置
実
施
計
画
の
同
条
第
四
項
の
認
定
に

関
す
る
基
本
的
事
項

第
四
十
一
条
中
第
三
項
を
削
り
、
第
四
項
を
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
よ
う
努
め
る
」
を
削
り
、
同
項
を

同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
第
四
項
」
を
「
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
す
る
。
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